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宇久井ビジターセンター

北アメリカ原産の２年草。茎は地面
を這うか斜めに立つ。花はしぼむと
黄赤色に変わる。

木質のつる性植物。3～7枚の小葉か
らなる羽状複葉をもつ。葉の腋から
白い花を多数つける。

「センニンソウ キンポウゲ科」

「アメリカタカサブロウ キク科」

花は大きく径6㎝前後。薬用として
用いられたサフランと誤認されてい
たため「モドキ」と付いた。

「サフランモドキ ヒガンバナ科」 「ニガクサ シソ科」

野山の湿った水辺に生える多年草。
花弁の上唇は2つに深く裂けてお
り、なお且つごく小さい。

葉の付け根から柄をだし、舌状花と
筒状花からなる花をつける。和名の
由来は諸説ある。

9月前半に宇久井半島で見られるなかまたち！

☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見に行くこともできます。

☆「ヌスビトハギ マメ科」☆ 「ハマゴウ シソ科」 ☆「オガタマノキ モクレン科」☆

和名の由来は、豆果の形が足音を立
てないように歩く泥棒の足跡に似て
いることから。

果実は球形。良い香りがするため浜
香(ハマコウ)と呼ばれたが、転訛し
ハマゴウとなった説がある。

果実はブドウのように房状に集ま
る。神社によく植栽される。ミカド
アゲハの食樹として知られる。

「ウリクサ アゼナ科」 ☆「コマツヨイグサ アカバナ科」☆

道端や畑などに普通に見られる。茎
は地を這うように広がる。上部の葉
の付け根から花をつける。

ようこそ！宇久井ビジターセンターへ！朝夕は涼しくなりました。秋の訪れ
が園地の植物からも感じられますよ！ぜひ散策をお楽しみください～
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駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

宇久井半島
吉野熊野国立公園

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約15分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約2       5分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）
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